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フクトコプシ（ＳｕｌｃｕｌｕｓｄｉｖｅｒｓｌｃｏｌｏｒｄｌｖｅｒｓｉｃｏｌｃｒＨｅｅｖｅＶａｒ）

は伊豆諸島および種ケ島から西太平洋にかけて分布し，伊豆諸島および種ケ島においては，

その生息量も多く重要な産業となっている。

フクトコプシの調査．研究の報告例は発生および稚貝の生態か西;付３)ら（１９６９）によ

って明らかにされ，鹿児島水試により種苗化技術が確立されつＬある.

また，成長．移動・食性・産卵期･競合生物等の生態について，指定調査研究総合助成事

業の磯根資源調査により，東京都水試6)（，９６７～１９６９）と鹿児島水試8）（１９７０

～１９７３）か明らかにした。しかし，フクトコプシの漁業の実態や資源の変動要因につい

ては，まだ報告例がなく，漁場管理や種苗放流を行ううえにも，これらの基礎調査が必要と

されている。

今回，八丈島のフクトコプシ漁業について調査し，その実態と資源変動要因についての若

干の知見を得たので報告する。

この調査を進めるうえで，種含のご協力をいただいた八丈島漁業協同組合中之郷支所の研

究会各位および八丈島漁業協同組合員並びに三根漁業協同組合員の皆様に厚く御礼を申し上

げる。さらに漁獲統計資料を提供して下さった関東農政局八丈統計情報出張所およびウネ

リの観測資料を提供して下さった東京管区気象台八丈島測候所に感謝の意を表する｡

｡

､

２．八丈島のフクトコプシ漁業

ｌ）八丈島におけるアワビ属の種類と分布

八丈島には次の４種のアワビ属が分布している。

・クｐＨａｌｉｏｔｉｓｄｉｓｃｕｓＲｅｅｖｅ

・メガイＨａｌｉｏｔｌｓｓｉｅｂｃｌｄｌｌＲｅｅｖｅ

。フクトコプシＳｕｌｃｕｌｕｓｄｌｖｅｒｓｉｃｏｌｏｒｄｉｖｅｒｓ１ｃｏｌｏｒＲｅｅ－

ｖｅＶａｒ．

・イポアナゴＳｕｌｃｕ１ｕｓｖａｒｉａ（Ｌ工ＮＮＥ′）

このうち特に産業的に重要なのはフクトコプシで，クロ・メガイはフクトコプシを漁獲す

る際に年間数個が混獲されるにすぎない。イポアナゴは潮干帯の岩礁に生息しているが，生

息量は少なく産業的には重要でない。

フクトコプンには縦線が太く顕著なナガラメ型と呼ばれるものがある。樋ケ島ではとのナ

？

６

－１－
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ガラメ型が多いか八丈鳥ではフクトコプンに混る割合は５絡程である。

2）フクトコプンの漁獲filヌ

フクトコブシを対象とした漁業は伊豆諸島と種ケ鳥で行われており，その漁獲品の推移は I

陵

し

う

図ｌに示した。１４

種ケ院では古くからフクトコプン’３

１２

漁業が磯んで，昭矛Ⅱ４０年～４６年
１１

１/とかけて，７ヶ年の平均漁獲量は
漁１０

１０３．９トンとなっている。
，

暖

伊豆諸島では，八丈島の漁獲量ｶミ C

最も多く，昭禾１１４４年～４９年の６値ノ
６

ヶ年の平均漁鍵ftは５８．８トンであ（トン）
５

る゜次いで三宅島が多く，昭ｆｎ４５
・１

年～４８年の４ケ月の平均漁ｊ１４ｉ量は
う

２０．３トンと75:っている。大鳥はう ２

クトコプンの北限に近く，Ｂ日和４４

年～４８年の５ヶ年の平均漁獲量は《キープ４己耳ニレ、ワ：干し－１－ムヨ('瓢o糞里-Vよ凸９４【Ｉ４１４ｚｄＩ５４４４５Ｌ６４７ｄ８４１（年）

５．６５トンで最も少なくなっている。図１島別のフクトコプン漁獲量推移
，典硴榔農林水産紘計及び種ヶ島、

3）八丈島の漁業に占めるフクトコプシ漁業の位置、能毛支ﾄﾞｱ水産課の資ﾈｷﾞに墓る゜'

八丈島の漁業はハルトピ流し刺網・カツオ類の曳縄゜ムロアジ棒受網・底釣・採草。採貝

が主体をなし，伊豆七島でも漁獲量・金額とも股も多く，仙島のと罐fitiEk少傾向(､中にあって

増加を示している。

八丈島における昭和４８年の総漁独量は２，３０２トン，総水錫金額は８億４千８百万円で

あった。

魚種別にみると，ハマトピウオが１億７千４百万円で雄も多く，次いでカツオ類の’億４

千７百万円，アオダイ・’億２千百万円，ムロアジ・８千９百万円，フクトコプシ．７千万円，

テングサ・５千８百万円で，フクトコプン・テングサはムロアジに次いで多く，これにイセエピ・

ギンタカハマ等を含めた磯根資源の総水場金額は’億５千３百５５万円でその占める割合は

18.196となっており，これら磯根資源は八丈島の漁業の重要な基盤をなしている。

4）八丈島の磯根漁業の動向

妓近の磯;根漁業の動向として，採草から採貝へ移行しつムあるといわれているか，八丈島

卜

』

-２－



においてもその傾向がみられる。

八丈島の:重要なl鰔根資源であるテングサ・フクトコプシ・ギンタカハマについて，その動

向を図２－(1)(2X3)(4)に示した。

９ＵＯ

４００ ８００
ロ

￣
￣

７９０
￣

６００３００

５００

４００２００

３０，

２００１００

１００

４２４３４４４５４６４７４８４９㈹

1m漁獲缶の推移

４２４３４４４５４６４７４８４９(判

（２）漁獲金融の推移

４００4ＵＯ

｢】。．巴

－ごユ

５００
、Ｔ可

３ＤＯ

￣

Ｐ
2００ ２０ｍ

６

１００１００

４８４９(輔４２４３４４４５４６４７４８４９(年）

（４）処人数・凄数'し推移

八丈品の磯根漁業の動向

（束吋(1陛巣水腫統計資料による）

４２４３４４４５４６４７

（３）ノYｉ業統数の推移

図２
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昭和４２年を’００として比較すると，フクトコプン・ギン’カハマについては，漁獲鼠。

漁獲金額共に上昇しているのに反し，テングサについては，減少もしくは横ばい状態が続い

ている。また，着業統数。延人数。延隻数についてもほｘｌ司;様な,傾向がみられる（昭和４９

年は１日共有地が解禁されなかったため，各項目とも減少傾向を示している）。

このようにテングツー漁業は労働力不足に加えﾀﾄ国からの寒ﾗ尾原藻輸入により物価の上昇の

割りに価格が低迷していることが原因して，漁獲量の減少傾向にあるが，採貝は観光来島者

の増加に伴い需要が増え，‘価格の_上昇と即金↓性の魅力が重なって漁獲量は増加している。

5）八丈島のフクトコプン漁業の実態

フクトコブシは漁業法による第１種共同漁業権に属し，漁場は図３に示したように漁業権

が区分されており，区分された地先から各組合が漁獲している。三根とう錆の間に１日共有地

とあるのは入会漁場で，主に７月～８月にかけてテングサ･フクトコプン・ギンタカハマに

ついて解禁されている。

なお，昭和４８年５月に大賀郷｡F'｡之郷。末吉の３組合が合併し，八丈島漁業協同組合と

なった。しかし，第１種共同漁業権に属するテングツー・フクトコプシ・ギンタカハマ等は従

来どおりの区分に従い各地先で漁場行使力観在費で行われている。その組合別のフクトコブ

シ漁獲薑と金額は表１に示した。

、

■
】

表１．フクトコプンの組合別漁獲量および金額

(単位蝿。千円）

軍
島丈八

大賀郷

漁獲量｜金額

単価

円／K,

１９４．２

２］0.0

３００．１

２７７．５

３３０．０

３３０．０

４００３

４５４．９

６０６．５

７１４，８

９２８．７

１，０４８．４

根 計
に１コ之郷｜末

圭
口

漁J腫景｜金額 漁獲量｜金額 漁獲量

１６，７１４

Ｌ６，５１６

５，７ユ２

３，６６８

２１，８９５

エ２，１２１

４６，３８７

３８，７７９

４８，８９１

５９，５６０

６８，６２７

３９．３２４

漁獲量

６，４０６

１，８１３

６２３

２７４

１，６９２

１，９８０

６，０５０

３，７６４

８，２１４

１２匹３７

２５，４０８

１８，０１８

金額

１，２８１

３８１

１８７

８２

５５８

６５３

２，４２０

１，８８２

５，７５０

８，４９６

２４’0８３

２０，５１０

金額

３，２４６

３，４６８

１，７１４

１１０１８

７，２２６

４，０００

１８，５６７

１７，６３９

２９，６５３

４２，５７３

６３，７３５

４１，２２８

４，８４３

７，３５Ｅ

３，２６６

１，６８４

７，０５３

４，７６６

９，４５７

１２，０３８

１７，０５６

１６，８２６

１２，１３５

１０，０９３

４，８４３

７，３５Ｅ

３，２６６

１，６８４

７，０５３

４，７６６

９，４５７

１２，０３８

１７，０５６

１６，８２６

１２，１３５

１０，０９３

８７２

１１５４５

９８０

５０５

２，３２８

１，５７３

３，７９５

５，４１７

９，７８３

１１，６２７

１１，４４６

１０．０２５

８７２

１１５４５

９８０

５０５

２，３２８

１，５７３

３，７９５

５，４１７

９，７８３

１１，６２７

１１，４４６

１０．０２５

５j４６５

４１０５５

１，６０８

652

9950

６９１

２４，８８０

ユ３，０１７

l２ｊ５７３

２ｑ６４５

１６，８８４

６，０２０

５j４６５

４１０５５

１，６０８

652

9950

６９１

２４，８８０

ユ３，０１７

l２ｊ５７３

２ｑ６４５

１６，８８４

６，０２０

１，０９３

８ｍ

４８２

１９６

３，２８４

２２８

９，９５２

５，８５８

７’’６７

１５４８４

１５，１６３

６２３０

１，０９３

８ｍ

４８２

１９６

３，２８４

２２８

９，９５２

５，８５８

７’’６７

１５４８４

１５，１６３

６２３０

３８６，４０６

３９１，８１３

４０６２３

４１２７４

４２１，６９２

４３１１９８０

４４６，０５０

４５３，７６４

４６８，２１４

４７１２匹３７

４８２５，４０８

４９１８，０１８

ｓ４５－４９１
５６年平f縮|ユ3,038

６９１

６５

３１７

１，０５６

１，５４６

２，４００

４，４８２

６，９５３

６，９６６

１３０４３

４，４６３

３，２９０

２１５

１，０５８

３，２００

４，６８４

6,000

９，９６０

１ＬＯ４８

９９５２

１４，２１１

５．１９３

３，２９０

２１５

１，０５８

３，２００

４，６８４

6,000

９，９６０

１ＬＯ４８

９９５２

１４，２１１

５．１９３

ト

Ⅲ

１１０８１７ ７，１６４ １３．６３０１９，６６０ １３，８２８１１０．３８０1０，０４８ ５０，５４１ ３８１６２１

(註）漁獲資料･は組合水憐台帳による。なお，昭和４４年以前は組合により水腸資料が不正確な

ため，昭和４５年～４９年の５ケ年間の平均値を示した。
－４－
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5）八丈島のフクトコプシ漁業の実態

(1)漁具・漁法

漁法は簡易マスク式潜水器と素潜り（いずれもウエットスーツ着用）により素手で採取さ

れている。簡易マスク式潜水器は従来テングサ採取のために導入されたものが転用された。

簡易マスク式潜水器ホースの装備数は船により異なるか，平均して３本のホースを装備し

ており，３人潜水，２人綱持ちという組み合せである。

各組合に所属している船の平均ホース数は次のとおりである。（）内は綱持ちである。

（三根；３(2)，大賀郷；２．５，中之郷；３(2)，末吉；４(2)，）

素もぐりについては，磯から個々に潜水するが，漁場が急､崖の下で磯から入れない場合は

船で出漁する。

磯金（把具）の使用については昭和４７年に各組合とも禁止している。

(2)漁期

漁期は東京都漁業調整規則により９月１日から10月３１日雀でが禁漁期間であるが各

組合はさらに１０月３１日から翌年の５月までを禁漁期間に設定している。５月の解禁日は

一定しておらず，他の漁業や海況・天候等を勘案し左から各組合が自主的に決めている。

素潜りは各組合とも５月に解禁されると，８月３１日まで自由に出漁できるか，潜水器は

各組合とも出漁日数を指定して規制している。

その他，三根地先の一部に禁漁区を設置している。

(3)漁場特性と漁場行使

ａ・漁場面積

フクトコプンの生息水深はアワビに比較して浅く，主に２ｍ～107"を主体に２０〃

以浅が漁場価値を有している。

そこで，各地先の２０腕以浅の漁場面積を表２に示した。

◆

表２地先別フクトコプシ漁場面積
単位:腕２

JijlJli
ＵｍＬｌ活

０

－６－





先は大賀郷同厳ａとｂの海底地形で漁業面積も狭い。

末吉は中之郷と接した汐間地先か一部ｃの海底地形となっており，素潜り専用漁場と

たっている。それ以外は１日共有地の境までａとｂの海底地形で，比較的急深であるが，

ここは八丈島でも最も優秀なテングサ漁場である。

末吉と三根にはさまれた旧共有地は，岸は切り立った崖に囲まれ，海底地形はｂとなっ

ているか，末吉同様優秀なテングサ漁場である。

c･漁場行使

地先別に素潜りと潜水器に分けて，昭和４５～４９年にかけての漁場行使状況（出漁

日数・出漁者数.隻数・廷人数・延隻数）を図４，表３の(1)～(3)に示した。

■

０

表３．地先別漁場行使

(日(1)出漁日数

、ⅢjiT1ifL
i急i菫芙j薑龍iiii言鴎

吉一鵠三根

素潜り|潜水器 素潜りｌ潜水器素潜り｜潜zl鶴

０
０
２
３
３

（
叩
べ
り
、
〉
２
９

⑮
、
伍
乍
や
く
い
７

３７６

２９４

５５１１

３９６

３２３

５５２８

２８２８

４６３６

４１２９

３３２０

１３

９１７

８１０

１２９

５５

(人・隻）
い

(2)．出漁者・隻数

鳴虐
b潜水器

」

、、」ご巴
３）［

４８ＩＢ 刀４Ｃ
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(3)廷出漁者数．隻数

ﾖIｊｌ中フ絹

。己

の

０８６）３８

3３６１ｂ（

I〕８０．６ 、」
L１

（素潜り）

三根地先については，昭和４７年以前の資料か不正確なので，昭和４８～４９年の２年間

について検討した。２年間の平均出漁日数は８０．５日，出漁者数は７０．５人．延出漁者数は

１，２０７人と出漁日数・出漁者数.延人数とも５地先中最も多く，広い素潜り専用漁場を有

し，操業は素潜り主体に行われている。三根は垂戸・出廻り・底土に３つの漁業者休憩用の

小屋がある。

専業者は昔からこれら３つの小屋のどれかに属しており，海底地形に慣れている関係から

か小屋を中心に，その前の地先で操業し、あまり他の地先に移動することはない。

大賀郷地先の昭和４６年～４９年の４年間についてみると，平均出漁日数は８．５日，出漁

者数は４人，延出漁者数は’２人と旧共有地に次いで少左い。

中之郷地先の５年間平均出漁日数は４０．６日，出漁者数１８．６人，延出漁者数４１７．８人

である。中之郷地先にはテングサがほとんど着生していたいため，夏期は主にフクトコプシ

を採取し，昔から専業者も決っており，人数にも大きな変動はみられない。操業はほとんど

汐間の素潜り専用漁場を主体に行われている。

末吉の５年間の平均出漁日数３８．４日，出漁者数２４人，延出漁者数２４３．４人で，中之

郷地先に隣接した汐間の素潜り専用漁場を主体に操業し，出漁者・延出漁者敏とも中之郷と

類似している。両地先の組合員は磯根資源に対する依存度は高い。

旧共有地は入会漁場のため出漁日数に規制かあり，主に７月～８月にかけて解禁されるが

過去４年間の平均出漁日数（解禁期間）は４．５日である。また，出漁者数については資料が

不足して昭和４７年以前は不明であるが昭和４８年は３７人であった。廷出漁者数は８０

〃

－９－
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人である。昭和４９年は解禁されなかった。ここは海底地形の項で述べたようにｂの地形と

なっており、岸も急崖が迫り，磯から入ることができず素潜りは船で出漁している。

（潜水器）

三根地先は昭和３３年頃に２～３年潜水器を入れたこともあったか，その後潜水器を入れ

ず素潜り主体にフクトコプシの漁獲を行ってきた。

昭和４７年に再びｂの海底地形となっているイヂザリ～大賀郷境界にかけて潜水器を入れ，

以後毎年継続して同地先に潜水器を入れている。

昭和４７年～４９年３年間の平均出漁日数２．７日，出漁隻数１３．３隻，延出漁隻数２４．７

隻で，出漁日数は５地先中で最も少ない。

大賀郷地先は前述したようにａ～ｂの海底地形と坂っており，潜水器主体に漁獲を行って

いる。過去５ヶ年の平均出漁日数は１０．８日，出漁隻数は１２．４隻，延出漁隻数は８０．６

隻で市況に合わせて出漁日を決めて漁獲を行っている。

中之郷地先は，過去５年間の平均出漁日数２８．２日，出漁隻数３．６隻，延出漁隻数９６．８

隻で出漁隻数は５地先中妓も少ないが，出漁日数・廷出漁隻数は|日共有地に次いで多い。、

夏期の漁業がフクトコプシ採取主体のため隻数は少をいが，日数・延隻とも多くなっている。

潜水器の漁場は汐間の素潜り専用漁場を除いた地域で，主な漁場は汐間の素潜り専用漁場

の水深４ヒロ以深と小岩戸ケ鼻地先である。

ここ’～２年資源の枯渇を心配して，潜水器の出漁日数の規制を行うように在ってきた

ので出漁日数は減少してきている。

末吉地先の潜水器漁場（漁港～旧共有地境界）は八丈島でも最も優秀なテングサ漁場で，

組合員はハルトピ漁が終了すると５～７月にかけてテンクサを採取しフクトコプシはそ

の後の８月に集中して採取している。

過去５ヶ年の平均出漁日数は６日，出漁隻数は116隻，延出漁隻数は９８隻である。

旧共有地は潜水器主体の漁場で，テンクサ・フクトコプシ・ギンタカハマ等磯根資源は

多い。昭和４５年～４８年の４ケ年平均出漁日数は４．５日出漁隻数３５隻，延出漁隻数

は９８隻である。

｜日４組合の昭和４８年の旧共有地への出漁船は三根漁協１３隻，大賀郷漁協１３隻，中

之郷漁協３隻，末吉漁協11隻で，延隻数は三根３７隻，大賀郷４０隻，中之郷６隻，末

吉４２隻であった。

●

〃

－１１－



(4)漁期間中の素潜り出漁者数の推移

漁期間中の出漁者数の推移を昭和４８年の三根と中之郷地先について，図５に示した。

三根地先の解禁当初

５０

４０

素

潜５【’

Ｄ２ｏ

者
１０

数

(/0

２Ⅱ

１０

は他の漁業に従事して

いる者から準組合員ま

で，総出でフクトコプ

シの採取を行うため，

出漁者数は５１人と多

い（実際は組合員でな

い者や小中学生戎で潜

るので100人以上に

Ｑ

６

邸Ｈ１ﾕラ

も達する）。

９２ヨウ/１Ｚ,１ ９１ ９３１（彫日）
5～６日経過すると

図５漁期間中の素潜り者散の椎葛（[昭和４８年ノ
出漁者は減少し，フク

トコプン採取を専業とする者のみとたる。７月に入り観光客が来島すると，フクトコプン

の需要が増加し，それと共に再び出漁者は増えるか，その後は漸減していく。三根地先の

出漁者数の変動は大きい。

中之郷地先は組合員の資格審査が厳しく，専業者のみしか出漁できず，また，漁場まで

船で行かねばならないので，解禁当初から漁期終了まで出漁者数はほ旨一定している。６

月上旬～下旬にかけて，出漁者数の多い日かあるのは潜水器で操業する者力；潜水器に

よる採取を休んで素潜りに加わるために多くなったものである。

(5)漁獲量

ａ，地先別漁獲量

地先別の漁猿量を素潜りと潜水器に分けて表４に示した。

まず地先別に昭和４７年～４９年の３ヶ年の平均漁獲量をみると（昭和４６年以前は

漁獲量が不正確な地先があるので除外した），三根地先の平均漁獲量が１５，６０８Ａ9と

最も多く，次いで|日共有地の１３，３８１Ａ，、中之郷地先の１２，３２９A9，末吉地先の

１１，３４７Ａ9で，大賀郷地先は７，６３６k，と最も少ない。

次に漁獲量を素潜りと潜水器に分けて，素潜りの漁獲量が総漁獲量に占める割合を地

先別にみると，３ヶ年の平均漁獲量は三根地先の素潜りが１２，３５１ﾉt緋潜水器が３，２５７k,

－１２－



表-４潜水器と素潜りの地先別漁極量と漁獲比率
(単位１５９）

lJiif薮111
中之郷

蕊｢蕊､T嚢－，
３８６３７８３５１１６９８３３０

６３９４９８６４１６２５８３９３

４３１０１１６６９１５９７９２７．０

３９３８６９７７１０９１５３６１

３９７８６１１４１００９２３９．４

大賀郷

：レゼ鎖，l鍋
７１１６７１１６－

２７６８３９１８６６７３．２

１２４７５９７７７２１１６

１７５９８２０９９９５１８

１６０５０３３５１９３３．１
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『
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９６
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９６

A／Ｃ：畷 曇り隣

⑥
計

鋸,,|鑑畠
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（B）

潜水器
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１５８５３４３７０７５９５６０２６．６

２２４３４４６２０５６８６３９３２．７

１９４６９１９８５４３９３２３４９５

1８７７６７９４８６７１２１．７
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１６２２９５１９１１１４１１４．６

１３１１４７０９６０２０２１．８

７５３１７５３１－

２６６８９１２９１７８２９

８３９４９１９５７４０．９

１２７５１５９１３１７１８８７．４

００００

５
６
７
８
９

４
４
４
４
４

鵜鷆'’22.,,…`ｱｭ,β｜…702]3…』|』,2…8,……

夕

で，素もぐりの占める割合は７９．１妬と５地先中で最も多い。

大賀郷地先は素潜りがｌ５３Ａ９，潜水器が７，４８３k9で，素潜りの占める割合は:2.0

冊で三根地先とは逆に５地先中で最も少ない。

中之郷地先は素潜りが４，０７５A９，潜水器が８，２５３k9で素潜りの占める割合は３３１

妬である。

末吉地先は素潜りか２，２２０k９，潜水器が９１２７１｢9で素潜ｂの占める割合は１９．６

冊である。

１日共有地は素潜りか６７９A９，潜水器が１２，７０２A9で，素潜りの占める割合は5.1

－１３－



妬と大賀郷地先に次いでその割

合は少ない。

次に八丈島の総漁獲量に占め

る潜水器と素潜りの漁獲割合の

５年間の推移を図６に示した。

５ヶ年を平均して素潜りの漁穫

量の占める割合は３４．５冊であ

るか，昭和４９年は潜水器漁場

である旧共有地が解禁されなか

ったので，潜水器の漁礎量は少

なかった。この年を除けば素潜

りか漁獲量に占める割合は２９．３

％となり，八丈島のフクトコプン

の約７割か潜水器による漁獲と

言える。

b･素潜り1人当りおよび潜水器

１隻当りの漁獲量

昭和４８年の素潜り１人当り

主よび潜水器1隻当りの漁獲量

の組成を図７に示した。

素潜りの漁獲量の分布はｌｏｏ

ｋ9以下が最も多い。1人当り平

均漁獲量は１７６．６A9である。

各組合別にみると1人当り平

均漁獲量は表５に示すとおり三

100(妬）0 ５０

５
６
７
８
９

●

４
４
４
４
４

●

㈹ ６

（皀魏
図６潜水器と素潜りの漁縫割合

(品）

「￣］

,_」

＆

5001`0001.500２，０2500（K,）

図／１人当りおよび１隻当りの漁獲量分布（昭和４８年度）
凸

根か２０１．３Ａ9と最も多く，次いで中之郷の１９５．１A9，末吉の８１．１Ａ9で大賀郷か

５２．３Ｋ9で妓も少ない。

1人当り最高漁獲量は三根の１，９４５ｋ9で組成図にもみられるように飛び抜けて多

い。これは出漁日数。操業時間共に他の人よりも多いことによる特殊な例である。こ

のように素潜りの漁獲量は個人差が大きい。
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１人１日当り平均漁穫jTtは１０．２７A9～１３．１３Ａ9で各組合による大きな差はみられ

ない。また，１人１日当りの最高漁獲量が三根の７０．６A９で最も多いが，これは解禁当

初に長時間採取した特殊な例で，普通専業者の解禁当初の漁獲量は２０～３Ｍ9である。

索潜りの操業時間は各組合。個人。天候。水温等により多少異るが平均して’日６～

７時間である。

潜水器の漁獲量の分布は図７でみると素潜りほど片寄っていない。1隻当り平均漁礁

量は１０７４．５〃である。

組合別に1隻当りの平均漁雄zlTtをみると，中之郷が２，６７９Ａ9と最も多く，次に末吉

の１３８７．５A９，大賀郷の１０７７．１Ａ9で，三根か最も少なく５５６５A9である。１隻

１日当りの平均漁雄量は９５．７A9～ｌ４９６ＡＶで，中之郷が最も少ない。これは他の組

合に比較して長期１M]採取するためである。

⑥

、

表５昭和４８年度の各組合別漁獲記録

島丈八

一一

=扇Tiiミミニー

蕊Ⅱ
根

末吉

３９

２０

１５０

１６２２

８１．１

１０．８１

５０６．０～２．０

２５．９～２．０

１０

１１

１０２

１５２６２

１３８７．５

１４９．６

２１２１～７１７

４２１～9.0

中之郷

４３

２１

３９９

４０９８

１９５，１

１０．２７

５６４．５～3.0

２９．０～1.0

３１

３

８４

８０３７

２６７９．０

９５．７

２５４５．２～1４７０．２

３３４．０～２０．０

大賀郷

1２

４

１６

２０９

５２．３

１３．０８

１９７．６～１１．８

２８．６～７．０

１３

１３

１３７

１４００２

１０７７．１

１０２．２

２２２６～４２５．２

３６５．１～１２．０

８６

８２

１２５７

１６５０４

２０１．３

１３．１３

１９４５．０戸－３．０

７０．６～0.5

Ｐ

'蕊
７

1６

６６

８９０４

５５６．５

１３４．９

１６５５．８～２６８．９

４１２．０～17.0

し，

(注）各組合とも旧共有地の漁獲を含む。
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組合により出漁日数や船に装備しているホース数，地先によるフクトコプシの生息密

度が異るが，素潜りと潜水器の１日１人および１日1隻当り漁獲量を比較すると潜水器は

素潜りに比べて１０倍の漁獲能力を有している。

6）フクトコプシの分布

地先別漁獲量と聞き取り調査により、フクトコプンの分布を推定し図８に示した。 、
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この図でみる限り分布密度は三根・末吉地先の北東側が勝っているように思われる。そこ

で，漁場を北東側（末吉～三根）と南西側（大賀繩中之郷）に分けて，過去３年間の平均

漁獲量から北東側と南西側の２０ｍ以浅の単位面積当りの漁獲量を算出すると，表６の通り

である。

ゴヒ束l]に１Ｍ当り6,554.3

k９，南西側は２．３５２．５１t,

で，南西側を’とすると，

北東側は２７８倍の漁獲

量を揚げている。

海底地形と分布密度の

関係をみると主に素潜り

の漁場を形成しているｃ

およびｂの海底地形に分

表６．北東側と南西側のフクトコプシ漁獲比率０

手引匹

ｂ

8.99Ｕ）１６０６４

９発）ｌ】００６４

二1？とTPf百Ｋ通

４Ｃ

布密度か高く、ａの地形は分布密度は低い傾向がみられる。

7）漁期初めの単位努力当り漁獲量と漁獲量の関係

漁期初めにその年の漁獲量が予測出来れば，漁場管理を行う上で便利である。そこで資料

のそろっている三根・末吉・中之郷地先の素潜りについて，その年の各地先の漁期初めの単

位努力当り漁獲量と漁獲量の関係を調べた。

解禁当初からの累積出漁人数と累積漁獲量から出漁日毎の単位努力当り漁獲量※（’日1

人当り漁獲量）とその年の総漁獲量との相関係数を求めた。

三根地先は，昭和４４年～４９年の６ヶ年の垂戸地先の漁獲記録から，その地先の漁獲量

との関係を求めた。その結果，解禁日から１１日目の単位努力当り漁獲量と漁獲量との間に

最も強い相関（相関係数ｒ＝０．８３７８）を得，その関係は図９－(1)に示した。

中之郷地先は，解禁日から10日目に最も強い相関（相関係数ｒ＝０．７４９０）を得，その

関係を図９－(2)に示した。また，昭和３９年を除くと更に強い相関（相関係数ｒ＝ｑ８６６３）

を示した。

末吉地先は，解禁日から１２日目に最も強い相関（相関係数ｒ＝０．８６３０２）を示し，そ

の関係は図９－(3)に示した。

●

「

（、－２）T２
※Ｆｏ－ がＰ（１，，－２，０．０５）より大きいとき相開係数は有意である。

－１７－
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３地先とも，単位努力当り

漁獲量と漁獲量の関係は解禁

日から１０日～１２日目にか

けて最も強い相関を示した。

解禁当初に強い相関がみられ

ないのは，解禁当初の漁獲物

は自家消費が多く，漁獲記録

が正確でないためであろう。

また，解禁日から１０～１２

日間を経ると，地先の主左場

所を－通り操業するために，

その年のフクトコプンの豊凶

が単位努力当りの漁獲量に現

われてくるのではないかと思

われる。

これら漁期初めの単位努力

当りの漁獲量の変動は、その

年のフクトコプンの豊凶を現

わしているものと思われるの

で，各地先ごとの豊凶の関連

性について単位努力当り漁獲

量により検討してみた。その

結果を図１０－(1)(2)に示した。

中之郷と末吉地先の関係は

素潜り漁場が隣接じているた

め相関係数はｒ＝０．６６６３で

強く，Ｆ表による検定の結果

５妬の危険率で有意の差かみ

られた。また，昭和３９年．

４８年を除くと更に強い相関

ム

４巴、
４
３
２

ミ
ー
リ
ゲ

漁
猶
段
ン

ｌ
ｎ
Ｉ

Ｐ
Ｉ
Ｌ
■

◆

６ノ

単位努力当り漁批量Ｌ１１Ｉｌｌヨノ

７

６

５
４

５
２
Ｊン

漁
獲
量

卜

ｄｇ

ノ
２４６８１０『２１４

単位弊力当，漁mHn（１０１ｺ目）

４

５漁
樋
量

BＵ

２

己

Ｌｒンノ１

Ｗ）
４６８１０１２１４

中位粁力当り漁獲Bi{（１２日目）

猟期初めの単位努力､LjD漁批風
と漁獲量の関係

２

図２
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l比）

（相関係数ｒ＝０．９３７７）を

示した。漁場か北東側と南西

側に分かれている三根と中之

郷地先の関係は相関係数ｒ＝

０１６２４９で検定の結果有意

の差はみられなかった。

8）中之郷地先における資源の

動向と漁盤率

（１）素潜り専用漁場と潜水器

漁場におけるストソク・漁

獲率･漁獲強度

中之郷地先の漁獲量を素？

潜りと潜水器に分けて，そ

の推移を図’１図に示した。

素潜りの漁獲量は4,000

Ａ,を中心に変動巾は5,000

Ａ9と少なく，比較的安定し

た漁獲が続いている。潜水

器は昭和４４年を境にして

漁獲量の急激な伸びを示し

昭和４７年を最高にその後

は減少傾向にあり変動巾も

12,000k,と素潜りに比べ

て大きい。

中之郷支所の研究会は適

切な漁場管理の基礎的資料

を得ることを目的に，昭和

４６年から毎日の船別・人

別の漁獲量と操業時間を操

業地区別（図’２）に記帳

ワ
ニ
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Ｈ
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している。これら研究会の記帳してきた漁獲記録から，汐間の素潜り専用漁場と潜水器漁

場の資源量の推定と，その動向について解析してみた。

潜水器と素潜りの漁獲記録から，出漁日ごとの素潜り1人１時間当りおよび潜水器１隻

１時間当り漁獲量Ｏ(t)と累積漁獲量Ｋ(t)を図１３－(1)(2)(3)に示した。漁期間の添加・自

然死亡を無視し，見かけのストック量と漁獲強度をＤｅＬｕｒｙの方法により推定し，そ

の推定ストソク量と漁獲量から漁獲率を算出しその推移を図１４，表７に示した。
、
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表７中之郷地先のストプク量，漁獲率，漁獲強度

漁獲量
（ﾄﾝ）

６．３９３７

４．３１０４

３９３７７

３６２８５

９．８６４

１１．６６９

６９８０

６．１１４

漁)i霧 i勢ii12W21-次弍
ストック

（ﾄﾝ） 備考年度

LiIF
(!(t)＝３．５３２１諾0.29085K(t）

C(t)＝３６８２２８－０．５１４２０Ｋ(t）

C(t)＝２８３２３１－０２５７１６Ｋ(t）

O(t)＝２４２５８１－０．２０２６７Ｋ(t）

１２．１４４０

７．１６１２

１１．０１３９

１１．９６９５

５２．６５ ２９０９

５１４２

２５７２

２０２７

１５０２６

１０１８４

１７１８９

５４３１６

２９０９

５１４２

２５７２

２０２７

、

６０．１９

３５．７５

３０．３１

５６．７８

５５．７２

５５．１８

６９．００ 鴬
0(t)＝２６１０３４－１．５０２６

０(t)＝213259-1.0184

0(t)＝２１７３３－１．７１８９

C(t)＝４８．１２８３－５．４３１６

1７．３７２２

２(１９４１２

」２．６４３６

８８６０８
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（素潜り漁場） （潜水器漁場）
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図１４．漁獲率・ストック・漁獲強度の推移

●

素潜りについてみるとストック景は昭和４７年の７．１６トンを最低に４８年．４９

年と増加している。漁狼率は昭和４７年の６０２冊を最高に４８年．４９年と３０筋台に

低下している。漁獲強度も昭和４７年を最高に４８年。４９年と低下している。

潜水器についてみると、素潜りとは逆にストソク量は昭和４７年の２０．９トンを最高に
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４８年．４９年と減少している。漁獲強度は昭和４７年を最低に４８年．４９年と増加し

ている。漁獲率は５５２～５６．８筋の範囲でわずか左から４６年～４８年にかけて減少し

たが，４９年は大巾なストックの減少により漁獲率は６９．０妬と高率を示した。

素潜りは昭和４６．４７年の高い漁獲率と昭和４７年の強い漁獲強度にもかかわらず，

昭和４８．４９年は資源量が回復している。

潜水器は素潜りとは逆に昭和４６．４７年の大量の漁獲がたたり，昭和４８．４９年と

出漁日数を減らし，操業規制を行ったに屯か▲わらず資源量の回復はみられず，逆に減少

している。

(2)潜水器漁場の漁獲率と漁獲物の小型化

神奈川水試の報告（１９７０９))によると，アワビは漁獲率が６０筋～６５妬を越える

と，漁獲物の殻長が小さくなり乱獲の徴候が現われると言われている。そこで，漁獲率

６９．０冊の高率を示した昭和４９年について。潜水器の漁獲物を測定したところ図１５に

の

４O
示したような結果を得た。

５０

図に示したとおり，漁期初め ２０

個
（７月１日）の殻長平均は7.39１０

，，８月１日の殼長平均６．６７

体Ｓｏ
ｍＬ漁期末期では５．９９ｍと小 ２０

きぐなり殻長組成からも神奈１０

１'1水試と同様に中之郷地先の数
５０

潜水器漁場では乱獲の徴候が現
（個）２０

われていると言える。 １０

(3)潜水器漁場の地区別ストック

Ｈ
Ｌ。

8２８

）ｒ自爪姦悶｣坂爽ﾉ聖'二〃リー、Ⅱ￣アン ２５４５６７８９

量。漁獲率・漁獲強度殻長（cmU）
図１５殻長組成の月別変化中之郷地先の潜水器漁場(20

172以浅）は３．６２９jcwu2で素潜り専用漁場（Ｏ５１５１ｍｆ）の７倍近い漁場を有しているか，

全ての瀧鰯が必ずしも優秀な漁場とは限らない。そこで，図１２に示したように漁場を５

つに区切り，各区について資源の性状を調査した。

昭和４７年の地区別の単位努力当り漁獲量Ｃ(t)と累積漁獲量Ｋ(t)の関係を図１６・表８

にみると，小岩戸ケ鼻～大賀郷境界にかけての海底地形かａである南西側はストック量も

(4)区か１，８４７トン，(5)区が２，８４９トンと少なく，漁獲を始めてすぐに単位努力当り漁

ｂ
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表８地区別ストック･漁獲率・漁獲強度
（昭和４７年）

７

１

－⑪
DII訂へ=潅探

５１８０４－５．６囲鐸～i音尉

獲量が落ち，フクトコプシか

長期の漁獲に耐え得為密度に

分布していたいことを物語っ

ている←小岩戸ケ鼻地区(3)は

急岸急深でａの海底地形であ

り，潮流か速く，沖合には常

時潮目か形成されるところで

あるか，ストック量は9.591

トンと他の地区に比べて最も

多く，潜水器の主要を漁場と

たっている。また，昭和４６

年から西向に投石か行われ，

大きな効果を挙げている場所

でもある。

汐間地図2)は素潜り専用漁

場に隣接し，水深４ヒロから

沖側が潜水器の漁場となって

おり，ｏの海底地形でストッ

ク量も６．７３３トンと多く，

漁獲も比較的長期にわたって

行うことができ，小岩戸ケ鼻

地区に次いで潜水器の主な漁

場である。
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中之郷地先地区別単位努力当り漁

獲量と累積漁獲量（昭和４７年）

１

図１６
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9）他の地先における推定資源量と漁獲率

昭和４８年度における三根・一末吉・旧共有地の潜水器漁場のストック量・漁獲率・漁獲強

度について図１７，表９に示した。

７
α
，

表９各地先の漁獲率・ストック・漁獲強度
（昭和４８年）

笏）Ｉｘ１ＣF1￣
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０
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蝿
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（ｘ１ＵＫ,）累積簾獲量Ｋ（て）

地先別単位努力当り漁獲量と累積
漁獲量（昭和４８年）

図１７
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三根地先の潜水漁場はイデサリ～大賀郷境界までであるか，出漁日数か３日で，漁獲量も

３．９７６トンと少をいため，累積漁獲量に対する単位努力当りの漁獲量の減少はみられ友い゜

末吉地先の潜水器漁場は漁港～旧共有地境界までで，ストック量１３．８２２トンで，漁獲

率は６６．７２冊を示している。

旧共有地はストック量２０，０４７トンと多く，漁獲率７８．８筋と高率を示したが，漁獲強

度はｌＯ６Ｏｘ１Ｏ－４でさほど強くたい。
'0リウネリと漁獲量の関係について

フクトコプシの資源変動要因については波・餌となる海藻類の豊凶・海況等の各種の要因

が考えられるが，漁業者の言う“波のおった年はフクトコプシが少ない""ことを重視して，

操業者か一定しており，正確な漁獲記録のある中之郷地先の昭和３９年～４９年の素潜りの

漁獲量と八丈島測候所か目視により大賀郷地先（島の南西側）を観測（ウネリ階級の説明参

照）したウネリ日数との関係を調べてみた。

階級別ウネリ日数の年’２）

変化および４階級以上の

月別の累積ウネリ日数の

年変化は表１０．１１に

示した。

前年の漁期終了後の９

月から次年の８月までの

３階級以上・４階級以上

・５階級以上の累積ウネ

リ日数と素潜り漁獲量の

関係を求めたところ，４

階級以上の累積ウネリ日

数と漁獲量との間に最も

冑ポノ白の冒見肱

■

強い負の相関（相関係数ｒ＝－０５１１）がみられたので（Ｆ表による検定の結果は有意性‘

はなかったが），４１着級以上の累積ウネリ日数について，前年の９月～１２月とその年のｌ

～４月の成長期と，５月～８月の漁期の３つの期間に分けて，その年の漁獲量との相関を求

めた。

９～１２月の相関係数はｒ＝－０．４３９４，１～４月の相関係数はｒ＝－０．７０３５，５～８

－２７－
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高いウネリ（波高４碗以上）

2方向以上からウネリがきて海上が混乱している場合



月の相関係数はｒ＝－０．０７２４で，ｌ～４月の成長期か最も強い負の相関を示し，Ｆ表によ

る検定の結果，５冊の危険率で有意の差が認められた。その結果を図１８に示した。

表１０階級別ウネリ発生日数の年変化
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また，昭和４３年を除くと更に強い負の相関（相関係数ｒ－－８．１７４）を示した。月別の

ウネリと漁獲量との相関を求めると，３月のウネリとの相関（相関係数ｒ－－０．６７７５）が

最も強く，次いで２月・４月・９月・１月の順に負の相関係数を示した。

中之郷地先の素潜りの漁獲量および漁期初め（１０日目）の単位努力当り漁獲量と１～４

月の４階級以上の累積ウネリ日数の推移を図１９に示した。昭和４０．４１年は累積ウネリ

日数が最も多く，そのために漁獲量および漁期初めの単位努力当り漁獲量は減少している。

そして，漁獲量は昭和４３年を最低に，累積ウネリ日数の減少と共に１年毎の波状変動を示

しながら上昇傾向を示し，昭和４６年の累積ウネリ日数か最低を示すと共に漁獲量・漁期初

めの単位努力当り漁獲量は最高を示した。しかし，昭和４７年に再び累積ウネリ日数か増加

し，それと共に漁獲量および漁期初めの単位努力当り漁獲量は減少傾向を示している。

漁獲量にみられる波状的変動現象は，昭和４０．４１年を除いた漁期初めの単位努力当り

漁獲量に顕著に現われていろ（図１９参照）。

なお，発達した低気圧以上に大きなウネリを発生させる台風の影響も無視できないものと

考え，昭和４７年の台風のウネリの影響について調べてみた。この年の台風は７月の１ヶ月

間に６号は愛知県に上陸，７号は八丈島の西方を通過，９号は九州に上陸し，７月１１日～

２６日の短期間に３階級のウネリが４日，４階級が３日，５階級が７日，８階級か４日と集

中的に八丈島に高いウネリを発生させた。そこで，この年の中之郷地先の操業日ごとの素潜

りの単位努力当り漁獲量（１人１日１時間当り漁獲量）の推移を図２０にみると，ウネリの

昭和４７年
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図２０中之郷地先の素潜り単位努力当り漁獲､量の日別推移
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集中して発生した７月11日～２６日以降の単位努力当り漁獲量かフウネリの発生した以前

に比べて、７月３１日，８月１日，３日の単位努力当り漁穫量を除いて，全体に低くなって

おりウネリの影響かみられた。

八丈島の１月から４月にかけての気象の特徴は最多風向か西で台湾坊主および低気圧が頻．

繁忙通過し，その低気圧か八丈島附近で発達して大きなウネリを発生させる。との時期は海

藻の成育期でテングサ類の着生量は最も多い（東水試１９７３６)）。また，フクトコプシの

胃内容物量もとの時期に最も多く､'1寺して４月に最高を示すことか大鳥において西村等（，９７０

２)）によって報告されていろ。八丈島のフクトコプシの仏集状況調査（１９７１６)）におい
●

てこも１月～５月の冬期にかけてい集量が多く，７月～10月の夏～秋にかけて少なく左ると

とがわかっており，冬期は活発に活動していることを物語っている。これらのことからフク

トコプンはこの時期に活発に摂餌活動を行い，飽食していることが予想され，これらの生理

的状態にあるフクトコプシに発達した低気圧のウネリが影響を与え，フクトコプシの豊凶を

左右しているのではないかと推測される。

次に年間を通した４１浩級以上の累積ウネリ日数を表１０にみると，昭和４７年がウネリ日

数５９日で最も多く，次いで昭和４１年の５８日４０年の５３日，４３年の４７日の順に

多い。特に昭和４７年と４１年は発生した台風が八丈島に接近し，大きなウネリを発生させ、

’月～４月の累欄ウネリ日数と合せて年間を通したウネリ日数は鍵も多くなっている。

中之郷地先の素潜り漁場のようにｃの海底地形で起伏が少なく，広く転石が分布し，外に

大きく開いた湾を形成している漁場はウネリの影響を受けやすいと考えられ，これらウネリ

の影響かウネリ口数の多かった昭和４０年’４１年，４３年，４７年の漁礎覺の減少に現わ

れているものと考えられる。しかし，水深か深く，海底に岩盤や大石が分布して起伏の激し

い漁場はウネリのフクトコプシに与える影騨は異ると考えられる。昭和４７年の中之郷地先

の素潜り漁場の推定ストック量はウネリの影響を受けて４ケ年中最も少なかったが，中之郷

地先の潜水器漁場の推定ストック量は２０９トンと逆に最も多かった。

潜水器漁場は水深も深〈（１０～２０沈），海底地形もａ～ｂとなっているため，フクト

コプシがウネリの影響をあまり受けなかったためとも考えられる。漁業者のいうとおりウネリのあ

る年は沖にフクトコプシが移動する（成貝は深部へ移動する傾向があることが鹿児島水試

１９７１８)で報告されている）ためとも考えられるが，大たり小なり水深の深い漁場もウネ

リの影響を受けるものと考えられるので，今後，移動調査等の追試と共に潜水器漁場へのウ

ネリの影響について調査する必要がある。
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3.今後に残された問題点

八丈島のフクトコプシの分布は北東側か優位性を示している。テンクサの分布においても，

高橋（１９６９６)）は北東側の優位性を述べている。そして，この優位性について各種の要因

をあげ考察を試みているが，フクトコプンについても海底地形・ウネリの影響・潮流の影響。

海藻の繁茂等各種の要因との関係が考えられるので，今後これらとの関係を解明していく必要

がある○雀た,ウネリにより打撃を受けたフクトコプシがその後の資源量にどのように影響を

与えるか，特に中之郷地先の素潜り漁獲量にみられる波状的変動現象を解明する必要がある。

現在の漁場行使方法は採貝への依存度かまだ低い頃に確立されたものが継続されて来ている

ので，漁場管理方策は十分とは言えたい。

中之郷潜水器漁場での漁獲物の平均殼長の小型化現象にみられるように乱獲の徴候がでてき

ている漁場もあり，他の地先においても漁獲率は６６～７８筋の高率を示している。

今後まず宣す採貝l漁業へK､依存度は高まり・漁獲噸強化されることは十分予想されるので，き

め細かな漁場管理方策の確立と厳しい漁腱規制が必要となろう。それと共に積極的左漁場造成

を行っていく必要があろう。
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